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博士論文概要 

 

「シャーロット・ブロンテの小説における空間 

——ヴィクトリア朝女性文化にみる家庭生活、移住、そして市場」  

 

大澤舞 

 

 Charlotte Brontё は、故郷イングランド北部の工業地帯ヨークシャーの地域性を活かしつつ、植
民地やヨーロッパ大陸各地の特殊性をイングランドの状況と結び合わせることによって、4 つの
小説にグローバルな空間の広がりを組み込んでいる。当時の中流階級女性は家庭への献身を社会
から求められていたが、Brontё は女性の海外移動や金融経済活動を描くことで、産業革命以降に
明確に分離された公的／私的領域間の境界の引き直しを試みている。本博士論文は、彼女の 4 つ
の小説の鍵となる 3 つの空間——家庭生活、移住、そして結婚・労働・ワイン貿易・金融などの
市場——を重ね合わせながら、女性の経済的自立と家庭生活の間の矛盾に対して独自の解決策を
どのように提示しているかを明らかにした。Brontё は、女性たちの社会との関わり方や公的／私
的の両領域における女性同士のつながりの重要性を強調しながら、女性作家として独自の文学空
間を切り開いたのである。 

Brontё研究は 1970年代以降、おもに階級、ジェンダー、人種の問題に注目してきた。マルクス
主義批評家の Terry Eagleton（1975）は、Brontёの小説は社会階級間の葛藤と連帯や抑圧された者
への共感を描きながらも、全体としてブルジョワ的野心や価値観に根ざしていると看破した。
Eagletonに欠けていたフェミニズムの視点から、Sandra Gilbertと Susan Gubar（1979）は、女性た
ちが様々な差異を超えて社会的立場の脆弱性を共有しつつ抵抗している点を強調した。これに対
して Gayatri Chakravorty Spivak（1985）は、ポストコロニアル・フェミニズムの見地から、白人女
性の「自立」のために人種的他者が搾取される構造を批判的に検証した。Susan Meyer（1996）は
植民地における奴隷制廃止の歴史性から、Jane Eyreと帝国主義との複雑な関係を分析した。 

Brontё がベルギー留学体験をもとに小説を執筆した経緯もあり、ヨーロッパ国家間の政治的関
係性も注目されてきた。Enid L. Duthie (1975) による伝記的事実を踏まえた古典的研究から、2000

年代以降はベルギーやフランス、イギリスの政治的・文化的関係性に注目した研究が展開されて
いる。Anne Longmuir（2008, 2009）はベルギー物語である The Professor（1857、死後出版）と Villette

（1853）を取り上げ、大陸での英国人主人公たちのイングリッシュネスの再認識や未婚の英国人
女性の大陸移住の歴史的意義を論じた。ヴィクトリア朝文学におけるコスモポリタニズムへの関
心の高まりにともない、Richard Bonfiglio（2012）は、Villetteにおいて、女性に解き放たれた人生
を想像させるコスモポリタンな都市が秘める可能性を指摘した。 

 さらに近年のヴィクトリア朝文学／文化研究は、女性と金融経済というテーマに光を当てつつ
ある。Mary Poovey（2009）は投資の文化的側面に注目してきた重要な批評家だが、彼女の分析を
文学研究に取り入れたのが Nancy Henry（2018）である。ただし、Elizabeth Gaskellや George Elliot、
Margaret Oliphantらのヴィクトリア朝後期の作品が議論の中心であり、Brontё作品に関しては不十
分なままである。一方、経済史家の坂本優一郎は、Brontёや Jane Austenらの女性作家の手紙や日
記、文学作品を歴史的一次資料として参照しつつ、ヴィクトリア朝の投資と投機の歴史的・文化
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的背景を詳述している。本博士論文は、こうした文学と金融経済という最新のテーマを Brontё研
究に組み込んだ。 

第 1章では、最初に出版された小説 Jane Eyreを取り上げ、Janeがポルトガル領マデイラの「い
かがわしい商人」である叔父 John Eyreから相続する遺産の意義に注目した。Johnはマデイラでワ
イン商人として財を築く設定となっているが、この島の歴史を紐解くことで、イギリス人商人の
貿易ネットワークを通じたマデイラ・ワインのグローバルな取引が見えてくる。さらには、マデ
イラからイングランドへの投資を通じた Johnの資産の移動は、投資された富の相続による Janeの
金融市場への関わりも示唆する。こうした背景を踏まえ、Janeが引き継ぐ Johnの富と、西インド
諸島の大農園経営で財を成す地主階級の Edward Rochesterの富との相違が、Janeと Rochesterとの
結婚においてもつ歴史的な意味を分析した。Janeの経済的自立と Rochesterとの結婚の両立は、当
時の法律や家庭重視のイデオロギーによって妨げられるが、Brontё は結婚という慣習的な形態以
外のオルタナティヴな男女関係を示唆することで、その困難な両立を達成するための方法を模索
している。 

第 2章で論じた産業小説 Shirley（1849）は、工場の機械化に反対する 19世紀初頭イングランド
北部のラッダイト運動を物語の大枠としている。英系ベルギー人の工場主 Robert Mooreと労働者
たちの男性間の闘争を描くそうしたメインプロットの中に、Brontё は女性たちが親密な関係を結
ぶプロットを組み込む。女性主人公のひとりである Caroline Helstone は、William Shakespeare の
Coriolanus を彼女が密かに愛する Robert Moore に読ませながら、彼の利己主義や産業ブルジョワ
としてのプライドが生み出す「誤った兄弟愛」（Shirley 89）を指摘し、労使関係悪化の原因である
尊大な態度の矯正を試みる。その場面は公的領域と私的領域の交錯点なのだが、Robert の酷薄な
対応は Caroline を失望させる。彼女は未婚女性として残りの人生をどのように生きるか、という
問題に直面する。こうした女性の不安を緩和するために、Brontё は女性間の精神的・経済的相互
援助を重要視している。本章では、女性たちの親密さと伝統的な男性性の書き換えに着目し、彼
女たちが互いに結びつき合いながら公的空間としての社会経済活動に参加しつつ、家庭生活や私
的空間での女性同士の交流を維持するために必要とされる、新たな男性性のあり方を検証した。 

第 3章では男性主人公の海外経験を描いた The Professor（1847年に執筆）に焦点を当てた。イ
ングランドでは産業ブルジョワとして成功できなかった William Crimsworth は、自己研鑽のため
にベルギーに移住し、母国語を活かして英語教師となる。彼は異国で自らのイングリッシュネス
を再認識するだけでなく、外国人に対する教育上の支配によってその優位性を発揮する。教師と
しての安定的な収入だけでなく、それを投資によってさらに富を増やし、ジェントルマンへと成
り上がる。その成功を影で支えるのは英系スイス人女性の Frances Evans Henri であるが、彼の教
育によってヴィクトリア朝の家庭の天使へと変えられていく。本章では、男性の成功話は女性を
変容させることに支えられ、それなしでは成し遂げられないという男性成長物語に対する Brontё

の批判的な視線を読み込んだ。 

第 4 章では、イギリス国内の未婚女性を植民地へ送り込むというヴィクトリア朝の社会政策を
踏まえて Villetteを論じた。当時イギリスで増えつつあった未婚女性たちは「余った女たち」とな
って社会を堕落へと導くと批判され、海外移住先で結婚相手を見つけるべきであるという言説が
浸透していた。身寄りがなく国内に居場所のない主人公 Lucy Snoweは、ブリュッセルをモデルに
したコスモポリタンな都市 Villette に移住する。英語教師として働きながら自立を目指す彼女は、
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自身の「本当の家」を手に入れることはできるのだろうかと自問自答する。彼女の恋愛は、未婚
女性としての将来を象徴する尼の幽霊に妨害されるだけでなく、婚約者 Paul Emanuelのフランス
領グアダルーペへの赴任によっても遮られる。そのため、彼女はロマンスの成就、つまり結婚と
いう意味での「本当の家」を手に入れることは困難であるように思われる。だが Brontёは、伝統
的な男女の結びつきによって成り立つ「家庭」とは異なる新たな「家庭」のあり方を読者に示す。
彼女は未婚女性に対する排他的な言説を本作に組み込みながら、Lucyの「家庭」の機能も兼ね備
えた女子寄宿学校の経営を通して、女性たちのつながりを維持する新たな空間の形成を試みてい
るのである。 

Brontёの伝記 The Life of Charlotte Brontё（1857）の著者 Gaskellは、荒涼とした原野のなかに佇
む牧師館の閉塞した空間で不遇な環境に耐える哀れな Brontё像を読者の心に植えつけたとされる。
このイメージは、現在においても広く受け入れられている傾向にある。しかし、本博士論文は、
野心的、実際的かつ戦略的な作家としての Brontё の姿をあぶり出し、Gaskell によるいわゆる
「Brontё 神話」の脱神話化を可能とした。彼女は男性作家たちによって使われた物語形式（教養
小説、産業小説、出世物語等）をアイロニカルに用い、家庭の規範から逸脱しない範囲で、男性
中心社会において女性たちが結びつき合う空間の創造を実験的に行なった。つまり、「家庭生活」
を否定することなく、しかし従来的な「家庭の天使」ではない女性像を金融経済などと融合させ
ることで作り上げたのである。家庭空間を維持しつつも、それを横断するような女性たちの交流
や投資を描いた Brontёの意志は、後世の女性たちへと引き継がれていく。 

 以上、本博士論文では「女性と金融」というヴィクトリア朝研究の最新の動向を踏まえながら、
Brontё 作品において経済活動への関わりが女性にもたらす可能性に光を当てた。今後の課題とし
て、このテーマがヴィクトリア朝中期あるいは全体の文学作品を俯瞰した際に、どのような意義
をもつのかを意識しつつ、Brontё 以外のヴィクトリア朝作家たちの作品へと議論を発展させたい
と考えている。 
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